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本取り組みで対象とするインターフェース
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本取り組みでは、「ネットワーク統合制御システム」を構成する各構成要素

が様々な通信プロトコルや各種機器・センサー等に柔軟に対応できるように、

以下のインターフェース要件を策定し、検証を行う。



本取り組みで構築したテストベッドの全体構成

家庭環境、職場環境やフランチャイズなど、さまざまなケースを想定したエネル

ギー管理システム（EMS）を実現する「ネットワーク統合制御システム」を全国各地に

わたって構築。
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（参考）実証実験の一覧表
①標準の
検証内容

②検証結
果

③関連通
信規格

④電力削減効果 ⑤電力量 ⑥省エネ制御

導入前 導入後 制御対象機器 制御方
法

アドバイス
機能付き
HEMS

・無線センサー
ノード

・省電力無線マ
ルチホップ通信

・サーバ間アプリ
ケーションイン
ターフェース

等

システムが想定
通り稼働し、支
障なく通信できる
ことが確認でき
た。

・W3C
・IEEE802.15.4
・ZigBee

64
[kWh/（月・住宅）]

430
[kWh/(月・住宅)]

*実測値(住宅全
体)+季節変動補
正

366
[kWh/(月・住宅)]

*実測値(住宅全体)

エアコン、冷蔵
庫、テレビなど、

一般家庭にあ
る家電製品全
般

手動

14.9[％]

学校施設
省エネ管
理サービス
※1

サービス提供
サーバーと管理
プラットフォーム
間の通信方式・
データ形式

システムが想定
通り稼働し、支
障なく通信できる
ことが確認でき
た。

・IEEE1888
・ASHRAE 

BACnet/W
S

284
[kWh/（24日・講義

室)]

958
[kWh/（24日・講
義室)]

*実測値（空調、
照明)

674
[kWh/（24日・講義
室)]

*シミュレーション値
(空調、照明)

空調、照明 －

29.6[％]

コンビニエ
ンスストア
モデル

・遠隔から統合
的な運用管理を
実現するための
データモデル

・既存の遠隔管
理技術との
Proxy機能

システムが想定
通り稼働し、支
障なく通信できる
ことが確認でき
た。

・BBF
・OSGi

480
［kWh/（7日・店舗］

4,122
［kWh/(7日・店
舗)］

*実測値( コンビ

ニエンスストア全
体)+季節変動補
正

3,642
［kWh/(7日・店舗)］

*実測値(コンビニエ
ンスストア全体) 

空調、照明、冷
蔵冷凍庫、フラ
イヤー 等

手動

11.7[％]

小規模店
舗向け省
エネサービ
ス

小規模建物（一
般住宅、店舗）に
設置される機
器・デバイスを、
キャリアネット
ワークを通じて
制御するための
インターフェース

システムが想定
通り稼働し、支
障なく通信できる
ことが確認でき
た。

・BBF
・ITU-T

182
［kWh/（7日・店舗］

1,652
［kWh/(7日・店
舗)］

*実測値(ガソリン
スタンド全体)+季
節変動補正

1,470
［kWh/(7日・店舗)］

*実測値(ガソリンス
タンド全体)

空調、照明 自動

11.0[％]


